
1 86-

ファンビームコリメータによる高分解能頚部ECT

中山 俊夫 龍池 敏雄

要 旨

頭部 ECT の画質を改善するために,GE社では

ファンビームコリメータを用いた高分解能 ECTシ

ステムを開発した｡

カメラ回転型SPECTにおいて最良の分解能を得

る為には,回転半径を可能な限り最小に保つことが

必要である｡頭部 ECT では患者の屑が当たるた

め,そのままでは充分に近摸させることができなか

った｡その対策として,スラントホールコリメータ

が用いられたが,部位によってコリメータと患者間

の距離が離れるため分解能が劣化し,また矢状/冠

状断像に歪が出るという問題があった｡その他,ロ

ングボアコリメータにより患者の眉にぶつからずに

スキャンし同時に,頭部に近接させることが行われ

た｡しかし,この方法では同じ分解能を持ったパラ

レルコリメータと比べると幾何学的効率/感度が低

くなってしまう｡新たに開発されたファンビームコ

リメータはこれまで用いられて来た平行コリメータ

より高い分解能を持ち,また高分解能コリメータよ

り高い感度を持っている (Fig.1)O ファンビーム

コリメータを用いたSPECTでは,画像再構成時に

コリメータの幾何学的形状による感度差の補正が,

コリメータの焦点距離,回転半径,回転中心をパラ

メータとして行われる (Fig.1)｡このファンビーム

コリメータによるSPECTは頭部の他,小児,甲状

腺等の小型器官の SPECTに有効である｡

Fig.3にLowenergygeneralpurposeコリメータ

と Fanbeam コリメータの同一臨床例の画像を呈

示した｡
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